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北海道大空町議会

　　　

議
会
だ
よ
り

　10 月 27 日、北海
道エアシステムの女満
別－丘珠線が就航し、
女満別と札幌を結ぶ路
線が最大１日５往復と
なりました。
　地域の社会や経済の
活性化が期待できま
す。

OZORA
GIKAI DAYORI



一般会計4億2,673万円追加補正 総額113億6,333万円に
９月定例会９月定例会

令和2年令和2年

9月10日～11日9月10日～11日

大空町議会９月定例会は、令和２年度一般会計などの補正予算、 物品の購入や条例制定議案、議会側議案を審
議し、可決しました。
また、令和元年度決算認定が提案され、「決算審査特別委員会」 を設置し、詳細を審議することにしました。

大空町議会９月定例会は、令和２年度一般会計などの補正予算、 物品の購入や条例制定議案、議会側議案を審
議し、可決しました。
また、令和元年度決算認定が提案され、「決算審査特別委員会」 を設置し、詳細を審議することにしました。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

　
　  

経
済
対
策
事
業
に
８
千
５
百
89
万
円

令和２年度

総
務
課
長
教
育
長

　
　
　
高
校
を
存
続
さ
せ
よ

う
と
、
ど
こ
に
も
な

い
高
校
を
大
空
町
に
作
ろ
う

と
思
っ
た
意
思
の
中
に
は
、

人
口
減
少
が
大
き
く
進
む
中
、

高
校
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
中
心
に
掲
げ
、
そ
こ
を

高
等
学
校
教
育
が
担
っ
て
い

く
と
い
う
思
い
で
考
え
て
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
多
く
の
生
徒
が

入
学
し
て
く
れ
る
環
境
を
整

え
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
質
の

高
い
教
育
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

収
納
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
事
業
の
仕
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

住
民
課
長

　
　
　
収
納
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
現
在

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
納

税
方
法
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
や
ス
マ
ホ
決
済
を
導
入

す
る
も
の
で
す
。

総
務
課
長
町
長

　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
ス

マ
ホ
決
済
は
、
遠
く

な
い
将
来
に
義
務
づ
け
ら
れ

る
も
の
と
考
え
、
行
政
と
し

て
の
社
会
的
使
命
も
あ
る
と

感
じ
て
お
り
、
導
入
を
決
断

し
ま
し
た
。
納
税
さ
れ
る
方

々
の
利
便
性
向
上
に
も
繋
が

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

網
走
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科

医
療
体
制
整
備
事
業
負
担
金

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
利
用
実
績
を
説
明
願

い
た
い
。

福
祉

課
長

　
　
　
脳
神
経
外
科
開
設
後

の
３
か
月
間
で
、
１

日
あ
た
り
の
入
院
患
者
数
は

当
初
見
込
み
の
８
人
に
対
し

指
定
管
理
者
の
指
定

　
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
等

の
生
き
が
い
づ
く
り
と
、
情

報
交
換
の
場
を
提
供
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

設
す
る
「
大
空
町
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
の
指
定
管
理
者

に
、
大
空
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
の
期
間
は
、
令

和
２
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

町
民
公
募
を
想
定
し
て
い
る

ほ
か
、
女
性
で
構
成
さ
れ
る

団
体
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
で
は
、
ご
み
処
理

手
数
料
の
見
直
し
、
最
終
処

分
場
や
焼
却
処
理
施
設
の
更

新
な
ど
に
つ
い
て
、
審
議
い

た
だ
き
ま
す
。

大
空
町
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
大
空
高
等
学
校
の
設

置
に
あ
た
り
、
今
ま

で
の
想
い
、
こ
れ
か
ら
の
決

意
を
伺
い
た
い
。

総
務

課
長
町
長

　
　
　
将
来
の
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
、
地
域
の
こ

と
を
考
え
た
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
、

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
が

本
番
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
の
方
々
の

志
を
新
し
い
時
代
に
受
け
継

い
で
、
し
っ
か
り
と
大
空
高

等
学
校
を
前
に
進
め
て
い
き

た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

物
品
の
購
入

　
町
内
両
地
区
の
小
・
中
学

校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
端

末
一
式
の
購
入
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

組
合
規
約
の
変
更

　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
、
北
海
道
市
町
村

総
合
事
務
組
合
、
北
海
道
町

村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
の
構
成
団
体
が
脱
退

し
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
期
末
手
当
削
減

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
え
ず
、
町

民
や
事
業
者
に
お
い
て
は
経

済
的
に
も
精
神
的
に
も
不
安

を
抱
え
生
活
を
し
て
い
る
中
、

町
民
の
不
安
解
消
と
ま
ん
延

防
止
対
策
、
地
域
経
済
の
循

環
、
地
域
産
業
の
維
持
発
展

な
ど
の
一
助
と
し
て
、
議
員

期
末
手
当
の
削
減
（
15
％
）

に
よ
る
財
源
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
安
定
し
た
生
活
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

条
例
の
一
部
改
正
を
提
案
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

各
会
計
補
正
予
算

　
令
和
２
年
度
各
会
計
の
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
・

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
事
業
の
内
容
を
伺
い

た
い
。

総
合
支
所
長

　
　
　
農
作
業
の
省
力
化
、

収
益
力
向
上
の
た
め
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
自
動
操
舵
の
機
械
や

馬
鈴
薯
の
選
別
機
な
ど
、
農

業
機
械
の
導
入
に
係
る
補
助

事
業
で
す
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
方

々
へ
の
支
援
の
一
助
と
す
る

た
め
、
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
の
12
月
期
末
手
当
の
一

部
を
削
減
す
る
大
空
町
特
別

職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
９
条
例
の
制

定
、
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
新
規
に
設
置
さ
れ
る

大
空
町
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
は
、
ど
の
よ

う
な
メ
ン
バ
ー
で
、
ど
の
よ

う
な
内
容
を
審
議
す
る
の
か

伺
い
た
い
。

住
民

課
長

　
　
　
委
員
は
、
自
治
会
連

合
会
、
自
治
会
連
合

会
女
性
部
、
民
生
委
員
、
商

工
会
、
商
工
会
女
性
部
、
Ｊ

Ａ
め
ま
ん
べ
つ
女
性
部
、
Ｊ

Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
女
性
部
、

社会福祉協議会に指定管理された地域福祉センター

極
的
に
進
め
て
お
り
、
現
在
、

空
き
家
の
売
買
確
定
が
７
件
、

今
後
12
件
の
補
助
金
交
付
見

込
み
が
あ
り
、
増
額
補
正
と

な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
振
興
事
業
ほ
か

松
田
議
員　

Ｑ
　
　
　
委
託
料
、
報
償
費
の

過
年
度
未
払
い
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
応
を
伺
い

た
い
。

教
育
長

　
　
　
令
和
元
年
度
の
教
育

予
算
に
未
払
い
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

適
正
な
予
算
執
行
事
務
を
怠

り
、
関
係
す
る
皆
様
に
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

て
11
人
、
外
来
患
者
数
は
10

人
に
対
し
て
15
人
と
い
う
実

績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
手
術
の
資
機
材
と
い
っ
た

初
期
投
資
が
あ
り
、
赤
字
は

や
む
を
得
な
い
と
み
て
い
ま

す
が
、
今
後
改
善
さ
れ
て
い

け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
替
え
促
進
事
業上

地
議
員　

Ｑ
　
　
　
申
請
件
数
が
増
え
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、

詳
細
を
伺
い
た
い
。

移
住
・
定
住

支
援
室
長

移
住・定
住

支
援
室
長

　
　
　
　
　
今
年
度
、
移
住

・
定
住
支
援

室
が
設
置
さ
れ
、
空
き
家
物

件
調
査
や
空
き
家
登
録
を
積

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
事

務
処
理
手
順
を
改
め
、
担
当

者
の
責
任
の
明
確
化
や
点
検

確
認
の
見
え
る
化
、
さ
ら
に

予
算
執
行
状
況
の
定
期
確
認

な
ど
の
事
務
改
善
を
行
い
、

再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

要
望
意
見
書

　
３
件
の
要
望
意
見
書
（
４

ペ
ー
ジ
に
要
旨
掲
載
）
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
活
動
報
告

　
令
和
元
年
度
大
空
町
教
育

委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
、
評
価
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断

　
令
和
元
年
度
大
空
町
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
令
和
２
年
５
月
か
ら
７
月

ま
で
の
各
会
計
の
現
金
の
出

納
状
況
及
び
基
金
の
状
況
に

つ
い
て
、
検
査
実
施
結
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

道内外から多くの生徒が参加したオープンスクール

トラクターに取り付けられたＧＰＳガイダンスモニター

令和２年度各会計
補正予算結果

●一般会計
� ４億２，６７３万１千円　追加
●国民健康保険事業特別会計
� ３，５８４万０千円　追加
●介護保健事業勘定特別会計
� １，９９４万６千円　追加
●簡易水道事業特別会計
� ２５６万５千円　追加
●下水道事業特別会計
� ４万８千円　追加
●個別排水処理事業特別会計
� ３２万５千円　減額
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我が町政を問う

　　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める要望意見書（要旨）

●地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。その際、臨時財政
対策債が累積することのないよう発行額の縮減に努めるとともに償還財源を確保すること。
●地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう総額を確保すること。
●令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置を講じるとともに、減収
補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。
●税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに国税・地方税の政策税制については、
積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。
●特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・償却資産を含
め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた特例措置は、本来国庫
補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

国土強靱化に資する道路の整備等に関する要望意見書（要旨）
●長期安定的に道路整備・管理が進められるよう、新たな財源を創設するとともに、道路関係予算は所要額を満額確
保すること。
●高規格幹線道路については、着手済み区間の早期開通はもとより、未着手区間の早期着手及び暫定２車線区間にお
ける４車線化といった機能向上を図ること。
●令和２年度までの限定的な措置となっている「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」を継続し、対象
事業の範囲を拡充すること。また、地方が国土強靱化地域計画に基づく事業を着実に推進するため、必要な予算を
確保するとともに緊急自然災害防止対策事業債等の継続を含めた地方財政措置制度の充実を図ること。
●道路施設の老朽化対策を推進するため、点検・診断・補修などのメンテナンスサイクルを確立し、予防保全を含む
戦略的な維持管理・更新事業を行うための技術的支援の充実を図るとともに対策予算を確保すること。
●冬期交通における安全性の確保、通学路などの交通安全対策、無電柱化の推進、安全で快適な自転車利用環境の創
出、北海道観光の発展に資する交通ネットワークの形成など、地域の暮らしや経済活動の復興を支える道路の整備
や管理の充実を図ること。
●災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の維持・強化を図ること。

種苗法改正案の慎重な審議を求める要望意見書（要旨）
●今回の改正案では、すべての登録品種の自家増殖が許諾制となるため、企業への主要種子の独占や許諾による事務
作業の煩雑化、費用の増加などが見込まれることから、農業者が安心して作付けできる環境を整えること。
●主要農作物種子法において機能していた、都道府県における地域の特色を生かした種子の研究・開発などを、今ま
で通り国などの公的機関が責任を持って進めるよう、従来行っている地方財政措置を改正法案に盛り込むこと。
●外資系企業における地域ブランドなど優良な国産農産物の種子の海外流出を防止するための万全な対策、制度を構
築すること。

★上記３件の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

採
択

旧
幼
稚
園
解
体
事
業

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
旧
女
満
別
幼
稚
園
の

敷
地
は
国
有
地
の
た

め
、
更
地
に
し
て
返
還
す
る

こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
栗

や
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
樹
木
を
残

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

生
涯
学

習
課
長

　
　
　
樹
齢
が
相
当
経
ち
、

移
植
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
伐
採
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
記
念
植
樹
で
植
え
ら

れ
た
樹
木
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
関
係
す
る
方
々

に
当
時
の
話
を
確
認
し
、
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
等
に
３
千

４
百
82
万
円
を
追
加
補
正

　
10
月
22
日
に
開
催
し
た
第
４
回
臨
時
会
で
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

採
択

問
　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は
、
令
和
元
年

12
月
に
文
部
科
学
省
が
打
ち

出
し
た
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．

０
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、

児
童
生
徒
に
１
人
１
台
の
端

末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
多

様
な
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

特
性
に
適
し
た
創
造
性
を
育

む
学
び
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
大
空
町
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
、
感
染
症
対
策
・

学
習
保
障
等
に
係
る
支
援
事

業
、
家
庭
学
習
の
た
め
の
通

信
環
境
整
備
費
補
助
事
業
を

予
定
し
て
お
り
、
今
後
は
、

ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
が
、
現
状
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

教
育
長

　
　
　
現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
は
、
各
学

校
30
台
か
ら
45
台
と
１
ク
ラ

ス
分
の
配
置
台
数
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
教
職
員
を
は
じ
め
、

児
童
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
機

能
を
持
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な

の
か
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
学

校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
あ

ら
ゆ
る
シ
ー
ン
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
は
Ｓ
ｋ
ｙ

ｐ
ｅ
と
い
う
通
信
ソ
フ
ト
を

用
い
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
小

学
校
と
女
満
別
小
学
校
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
ぎ
、
国

際
理
解
や
外
国
語
の
交
流
授

業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

内
の
高
校
で
は
、
昨
年
度
導

入
し
た
デ
ジ
タ
ル
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
活
用
し
、
薬
物
乱

用
防
止
教
室
を
二
校
合
同
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

根
室
高
校
を
会
場
に
行
わ
れ

た
北
方
領
土
に
関
す
る
学
習

の
場
に
も
、
東
藻
琴
高
校
及

び
女
満
別
高
校
の
生
徒
が
リ

モ
ー
ト
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

今
後
の
運
用
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
１
人
１
台
の
端
末
環

境
が
整
う
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
一
斉
学
習
や
個

別
学
習
、
共
同
学
習
と
い
っ

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
方

法
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、

各
種
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
機
能
・
特
性

や
授
業
へ
の
活
用

方
法
な
ど
、
調
査

研
究
も
併
せ
て
実

施
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
職

員
で
構
成
す
る
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推

進
委
員
会
を
組
織

し
、
先
進
地
の
取

り
組
み
事
例
な
ど

を
参
考
に
し
な
が

ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
円
滑
な
導

入
と
活
用
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効

活
用
し
、
質
の
高
い

教
育
を
提
供
す
る
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
学
校
現

場
の
混
乱
を
来
た
さ
な
い
よ

う
に
指
導
体
制
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
行
い
、
先
生
方
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
設

計
や
授
業
そ
の
も
の
に
専
念

で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
。

教
育
長

教
育
長

　
　
　
先
進
自
治
体
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
直

接
町
が
雇
用
し
た
り
、
専
門

業
者
に
業
務
委
託
し
て
配
置

し
て
い
る
例
が
あ
り
、
今
後
、

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
委
員

会
に
お
い
て
、
専
門
家
で
あ

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用
も

一
つ
の
手
段
と
し
て
、
研
究
、

検
討
を
深
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

一般
質問

タブレットを活用した授業風景

小・中学校そして大空
高校へと、ＧＩＧＡ
スクールを大いに活用
し、「学びの連続」の中で、
大空町の教育を広く発信

　してほしいと
　　思います。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
が

　
望
ま
し
い
と
考
え
る
が

教
育
長
▼
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
研
究
・

　
　
　
　
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
た
い

採
択

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

　Ｓｏｃｉｅｔｙ（ソサエティ）５．０とは

一口
　メモ

　Society5.0は、AIやロボットの力を借りて、我々人間がより快適に活力に満ちた生活
を送ることができる社会（Society）のことで、これまでの現実世界に加えて、仮想空間
との融合で豊かな社会を実現していこうとしているものです。
　内閣府によると、「Society 5.0は、Society 1.0からSociety 4.0に続く新たな社
会を指す」とされています。それぞれ狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 
2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）と定義され、社会はこの
ような順序で進化・発展してきたとされています。

基
幹
病
院
診
療
継
続
支
援
補

助
金

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
補
助
金
の
概
要
を
説

明
願
い
た
い
。

新福
祉

課
長
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
警
戒
し
た

受
診
控
え
で
、
基
幹
病
院
の

経
営
に
影
響
が
で
て
お
り
、

町
民
の
一
次
医
療
を
確
保
す

る
た
め
支
援
す
る
も
の
で
す
。

藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
誘
客

促
進
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
委
託
料
の
内
容
を
伺

い
た
い
。

総
合
支
所
長

　
　
　
来
年
度
の
開
園
に
向

け
、
全
町
民
へ
の
入

園
優
待
券
の
発
行
、
団
体
旅

行
客
へ
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
発

行
、
誘
客
促
進
の
た
め
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
芝
桜
公
園
管
理
公

社
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

10月臨時会

子どもたちと共に成長した樹木

45 大空町議会だより　第58号（令和２年11月）大空町議会だより　第58号（令和２年11月）



我が町政を問う

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

12月定例会は、

12月15日（火）から
開かれる予定です。

※新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの着用・手指の消毒をお願いします。

問
　
　
　
近
年
、
想
定
を
超
え

る
豪
雨
や
台
風
が
常

態
化
し
、
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
弱
者

は
早
め
の
安
全
確
保
が
何
よ

り
大
切
だ
と
い
う
認
識
を
、

自
治
体
と
住
民
が
共
有
す
る

必
要
が
あ
り
、
日
頃
か
ら
防

災
訓
練
な
ど
、
非
常
時
に
備

え
た
取
り
組
み
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
災
害
が
予
測
さ
れ
る

場
合
は
、
気
象
台
な

ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て

情
報
収
集
を
行
い
、
警
戒
態

勢
を
整
え
る
な
ど
事
前
の
準

備
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
地
震
な
ど
予
測
が
難
し

い
災
害
時
は
困
難
を
極
め
ま

す
。

　
住
民
周
知
と
し
て
、
メ
ー

ル
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害

へ
の
対
応
や
避
難
所
、
洪
水

・
浸
水
想
定
区
域
等
を
表
記

し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

啓
発
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
３
団
体

組
織
さ
れ
、
防
災
資
機
材
の

使
用
方
法
、
災
害
へ
の
備
え
、

応
急
処
置
の
方
法
を
学
ぶ
な

ど
活
動
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
災
害
発
生
時
の

物
資
供
給
や
応
急
対
応
な
ど
、

協
力
を
い
た
だ
く
災
害
協
定

を
民
間
団
体
と
結
ん
で
い
ま

す
。

総
務

課
長

　
　
　
防
災
訓
練
は
、
毎
年

度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
地
震
に
よ
る
家
屋

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員

の
倒
壊
や
火
災
の
発
生
な
ど

を
想
定
し
、
情
報
伝
達
、
対

策
本
部
設
置
の
ほ
か
、
地
域

住
民
が
実
際
に
避
難
す
る
訓

練
、
さ
ら
に
は
赤
十
字
奉
仕

団
の
協
力
に
よ
り
、
炊
き
出

し
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。問

　
　
　
感
染
症
対
策
に
基
づ

い
た
避
難
所
開
設
訓

練
や
、
冬
季
を
想
定
し
た
訓

練
も
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
今
年
度
の
防
災
訓
練

は
、
住
民
の
方
々
を

対
象
と
し
た
避
難
訓
練
で
は

な
く
、
職
員
に
よ
る
避
難
所

の
設
営
訓
練
を
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
他

の
自
治
体
で
は
厳
冬
期
の
停

電
等
を
想
定
し
た
訓
練
な
ど

も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
に
お
け
る
電
源
や

暖
房
の
確

保
な
ど
、

寒
冷
地
と

し
て
の
対

応
に
つ
い

て
も
、
今

後
継
続
し

て
取
り
組

ん
で
い
か

な
け
れ
ば

な
ら
な
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
新
聞
の
記
事
で
は
、

マ
ス
ク
、
消
毒
液
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
間
仕
切

り
の
４
品
目
が
充
足
し
て
い

な
い
自
治
体
と
し
て
本
町
が

入
っ
て
い
た
が
、
災
害
は
、

い
つ
、
い
か
な
る
と
き
発
生

す
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、

早
期
に
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
。

感
染
・
冬
季
対
策
の

　
防
災
訓
練
に
つ
い
て

町
長
▼
計
画
を
も
っ
て

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

町
長

　
　
　
４
品
目
を
何
人
分
、

何
日
分
備
蓄
し
た
ら

い
い
の
か
把
握
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
、
充
足
で
き
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
数
量
は
い
く
つ
な
の

か
と
い
っ
た
こ
と
も
想
定
し

な
が
ら
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

普及啓発に努める女性消防団員の皆さん

一般
質問

問
　
　
　
大
空
八
景
は
、
全
国

に
誇
れ
る
素
晴
ら
し

い
景
色
で
あ
る
が
、
魅
力
を

上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

大
空
町
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
さ
ら
な
る
情
報
発

信
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
大
空
八
景
は
、
平
成

30
年
に
オ
ホ
ー
ツ
ク

大
空
町
観
光
協
会
が
中
心
と

な
り
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
８
カ

所
を
選
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
状
は
、
８
カ
所
そ
れ
ぞ

れ
の
地
点
に
標
柱
を
設
置
し
、

両
道
の
駅
に
案
内
看
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

や
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
知
名

度
、
認
知
度
の
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長

　
　
　
標
柱
の
設
置
、
地
点

に
行
け
る
よ
う
な
手

筈
は
整
え
て
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
が

現
状
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
効
果
は

絶
大
で
、
放
映
後
さ
ら
に
人

が
増
え
た
と
聞
い
て
お
り
、

確
か
に
安
全
面
で
は
十
分
と

は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

　
先
進
地
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
所
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
ほ
か
の
自
治
体
に
比

べ
、
圧
倒
的
に
情
報

発
信
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
綺
麗
な
景
色
が
あ

る
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
、
そ

の
景
色
を
守
る
た
め
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
た
い
な
ど
、

問
　
　
　
場
所
に
よ
っ
て
は
標

柱
だ
け
と
い
う
印
象

が
あ
る
。
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
の
立
ち
位
置
を
示
す
目
印

を
設
置
す
る
く
ら
い
の
配
慮

が
必
要
だ

と
感
じ
る
。

　
ま
た
、

テ
レ
ビ
で

女
満
別
空

港
周
辺
の

ひ
ま
わ
り

畑
が
紹
介

さ
れ
、
そ

の
後
、
多

数
の
方
が

自
家
用
車

で
来
ら
れ

て
い
る
が
、

駐
車
ス
ペ

ー
ス
は
限

ら
れ
、
道

路
幅
も
な

く
、
出
入

り
の
際
に

接
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
険
な
事
例
も
見
受
け

ら
れ
る
が
、
安
全
対
策
へ
の

配
慮
な
ど
も
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

テレビ放映後の空港周辺のひまわり畑

大
空
八
景
の
魅
力
を

　
ど
の
よ
う
に
発
信
す
る
か

町
長
▼
訪
れ
た
方
が
魅
力
を
発
信
で
き
る
仕
組
み
を

　
　
　
考
え
た
い
　
　

情
報
発
信
は
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
へ
繋
が
っ
て
く
る
と
思

う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

町
長

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
Ｐ
Ｒ
を

行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
で
よ
い
と
い
う
域
に
は

ま
だ
ま
だ
達
し
て
い
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
上
で
の
ア
ピ
ー
ル

は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
思

っ
て
お
り
、
重
点
を
お
い
て

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
ご
覧
い

た
だ
き
、
そ
こ
に
行
っ
て
み

た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
い
か
せ
る
手

段
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
発
信
す
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
訪
れ
た
方
々
に
発
信

を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
仕
組

み
を
十
分
検
討
し
、
取
り
組

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

町職員による避難所開設訓練

2020年度全国統一
防火標語です。

「その火事を　　　
防ぐあなたに

　　　　金メダル」
皆様も火の取り扱い
には気をつけて
　　くださいね。
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我が町政を問う

『町民の声』・『有料広告』を募集しています！
　議会だよりの裏表紙に、「町民の声」として、町民の方の議会に対する思いや考えを掲載

しており、寄稿いただける方を募集しています。

　また、「有料広告」として、民間事業者の広告を募集しています。議会だよりは年４回、

町内全世帯に配布しており、広告料は１回３，０００円となっています。

　「町民の声」、「有料広告」の掲載希望がありましたら、議会事務局までご連絡をお願いし

ます。

問い合わせ先　大空町議会事務局　℡0152-74-2111（内線 266）

問
　
　
　
町
道
・
林
道
に
お
け

る
維
持
管
理
の
現
況

と
課
題
、
ま
た
、
国
や
北
海

道
等
が
管
理
す
る
道
路
の
補

修
や
環
境
美
化
に
対
す
る
町

の
関
わ
り
方
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
老
朽
化
し
て
い
る
橋

梁
、
舗
装
道
路
、
防

護
柵
や
標
識
類
な
ど
の
道
路

施
設
の
修
繕
や
更
新
が
大
き

な
課
題
で
す
。
交
付
金
や
起

債
に
よ
り
修
繕
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
歩
行
者
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、
市
街
地

を
中
心
に
歩
道
の
新
設
、
さ

ら
に
は
拡
幅
工
事
に
併
せ
て

歩
道
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
北
海
道
が
管

理
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、

特
に
歩
道
の
亀
裂
修
理
や
除

草
等
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

建
設

課
長

　
　
　
町
道
の
認
定
路
線
は

４
８
９
路
線
で
あ
り
、

維
持
管
理
の
現
況
と
し
て
は
、

路
面
清
掃
、
砂
利
の
補
充
に

併
せ
た
路
面
整
正
、
道
路
排

水
の
清
掃
、
路
肩
部
の
草
刈

り
、
除
排
雪
作
業
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

産
業
課
参
事

　
　
　
林
道
は
10
路
線
あ
り
、

維
持
管
理
は
路
線
に

よ
り
ま
す
が
、
年
２
回
程
度

の
路
面
整
正
と
草
刈
り
、
主

要
な
箇
所
の
木
の
枝
の
伐
採
、

排
水
路
の
浚
渫
、
路
面
へ
の

砕
石
の
補
足
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
湖
畔
観

光
線
、
山
下
岬
線
は
歩
行
者
、

自
転
車
、
漁
業
関
係
者
及
び

施
設
管
理
者
の
車
両
以
外
通

行
止
め
と
し
て
お
り
、
管
理

が
不
十
分
な
状
態
で
す
。

問
　
　
　
先
日
、
湖
畔
観
光
線

の
現
況
を
数
年
ぶ
り

に
確
認
し
た
が
、
昔
の
姿
は

見
る
影
も
な
く
荒
れ
て
い
た
。

以
前
は
町
道
と
し
て
管
理
し

て
い
た
と
思
う
が
、
い
つ
、

ど
う
い
う
理
由
で
認
定
路
線

か
ら
外
さ
れ
た
の
か
。

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

　
町
道
と
し
て
認
定
し
、
湿

生
植
物
群
落
な
ど
の
観
光
資

源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に

も
、
山
下
岬
の
碑
周
辺
、
道

路
を
含
め
、
き
ち
ん
と
整
備
、

管
理
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

の
一
部
を
町
道
か
ら
林
道
へ

変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
は
、
昭
和
40
年

か
ら
44
年
に
か
け
、
陸
上
自

衛
隊
美
幌
駐
屯
地
の
第
３
０

６
地
区
施
設
隊
が
、
女
満
別

観
光
開
発
の
た
め
に
整
備
し

た
道
路
で
あ
り
、
当
初
の
趣

旨
に
反
し
た
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
湖
畔
観
光
に
寄

与
す
る
道
路
と
し
て
管
理
し
、

シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
て
部
分
的

に
通
行
止
め
は
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
基
本
的
に
通
行

止
め
は
解
除
し
て
維
持
管
理

に
努
め
た
い
と
改
め
て
約
束

を
申
し
上
げ
ま
す
。

問
　
　
　
市
街
地
を
見
て
い
る

と
、
町
道
と
道
道
、

国
道
の
道
路
管
理
の
差
が
歴

然
と
し
て
い
る
と
思
う
。
市

街
地
部
分
だ
け
で
も
国
や
道

か
ら
委
託
を
受
け
、
町
が
草

湖
畔
観
光
線
を
適
正
管
理
し
、

　
観
光
資
源
と
し
て
活
用
を

町
長
▼
湖
畔
観
光
に
寄
与
す
る
道
路
と
し
て
の

　
　
　
管
理
を
約
束

刈
り
等
を
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
道
道
福
住
女
満
別

線
、
東
藻
琴
の
道
道
の
一
部

で
車
イ
ス
の
移
動
困
難
な
歩

道
の
凸
凹
が
あ
る
。
点
検
し
、

歩
道
を
車
イ
ス
で
移
動
で
き

る
よ
う
、
北
海
道
に
強
く
要

望
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
。

町
長

　
　
　
道
路
を
通
行
さ
れ
る

方
は
、
国
道
、
道
道
、

町
道
と
明
確
に
分
か
る
わ
け

で
は
な
く
、
大
空
町
は
随
分
、

草
の
多
い
と
こ
ろ
だ
な
と
い

う
見
方
を
さ
れ
る
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
す
。
市
街
地
だ
け

で
も
町
が
管
理
で
き
な
い
か

協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
住
女
満
別
線
、

網
走
川
湯
線
は
歩
道
を
含
め
、

根
本
的
に
整
備
を
し
直
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
、
要
請
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

一般
質問

問
　
　
　
行
政
情
報
の
あ
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。

　
大
空
町
自
治
基
本
条
例
で

は
、
行
政
は
審
議
会
等
開
会

時
の
会
議
録
を
作
成
し
、
閲

覧
に
供
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
講

じ
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
自
治
基
本
条
例
で
は
、

会
議
開
催
の
日
時
、

場
所
の
事
前
公
表
、
会
議
録

の
作
成
、
閲
覧
が
で
き
る
よ

う
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
閲

覧
の
方
法
は
、
担
当
課
に
据

え
置
く
と
と
も
に
、
法
令
な

ど
で
の
非
公
開
、
個
人
情
報

等
の
内
容
が
含
ま
れ
る
も
の

を
除
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
情
報
の
発
信
は
、
町

民
と
役
場
と
の
信
頼
関
係
を

培
う
う
え
で
、
最
も
大
切
な

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

　
　
　
教
育
委
員
会
に
お
け

る
令
和
元
年
度
の
審

議
会
等
は
22
回
開
催
さ
れ
、

す
べ
て
の
会
議
に
お
い
て
会

議
録
は
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
実
施
で
き
て
お
ら

ず
、
教
育
委
員
会
組
織
全
体

に
関
わ
る
行
政
運
営
上
の
大

き
な
問
題
が
あ
る
と
、
大
変

重
く
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
に

お
い
て
は
、

会
議
開
催

の
事
前
公

表
、
終
了

後
の
会
議

録
の
掲
載

と
閲
覧
に

つ
い
て
、

適
正
な
制

度
運
用
の

徹
底
に
努

め
て
ま
い

り
ま
す
。

問
　
　
　
高
校
の
統
合
な
ど
、

大
き
な
課
題
の
政
策

形
成
過
程
等
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
逐
次
周
知
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
る
が
。

教
育
長

　
　
　
大
空
高
等
学
校
に
関

連
し
た
審
議
会
と
し

て
、
大
空
町
新
し
い
高
校
づ

く
り
推
進
委
員
会
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
、
改
め
て
自
治

町
民
に
行
政
運
営
に
関
す
る

　
情
報
を
提
供
し
、
課
題
の
共
有
が
必
要

町
長
▼
行
政
情
報
の
発
信
は
、
町
民
と
役
場
と
の

　
　
　
信
頼
関
係
を
培
う

整備が待たれる湖畔観光線

大空町の将来を担う職員の執務の様子

基
本
条
例
及
び
関
連
す
る
要

綱
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
、
閲
覧

の
義
務
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
条
例
の
基
本
を
踏
ま
え
、

町
民
の
皆
様
に
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
し
て
、
大
空
高
校

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問
　
　
　
条
例
が
制
定
さ
れ
て

か
ら
８
年
が
経
過
し
、

課
題
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

町
民
に
行
政
運
営
に
関
す
る

情
報
を
提
供
し
、
課
題
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
是
非
、
努
力
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
自
治
基
本
条
例
の
見

直
し
作
業
を
実
施
す

る
審
議
会
に
諮
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

町
長

　
　
　
湖
畔

観
光

線
は
、
平
成

18
年
の
台
風

で
道
路
が
洗

掘
さ
れ
、
補

修
が
終
わ
る

ま
で
一
部
通

行
止
め
と
し

て
い
ま
し
た

が
、
自
然
保

護
等
の
た
め

に
通
行
止
め

を
継
続
し
て

ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
あ

り
、
平
成
23

年
度
に
道
路

早くコロナが終息して
くれれば良いなと
願う日々です。

町民の皆さんに思いが
伝わるか不安ですが
　　努力します。
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～各会計総額１１０億円の事業の取組みを審議～～各会計総額１１０億円の事業の取組みを審議～

令
和
元
年
度
決
算

長期的視野に立った
　　  財政運営を検証

令和元年度の決算を認定
　10月22日、決算審査特別委員会を開催しました。
　令和元年度の一般会計、特別会計を合算した決算額は、歳入112億4,152万円、歳出110億1,046万
円で、形式収支は２億3,106万円の黒字となりました。
　一般会計の歳入の主なものは、地方交付税や国、北海道からの補助金など依存財源が全体の72.3
％を占め、自主財源である町税や使用料などは27.7％であり、町財政の大半を国や北海道からのお
金に頼っている状況にあります。
　歳出では、人件費や公債費、扶助費の義務的経費が全体の34.0％を占め、健全な町財政運営のた
め、将来を見据えた長期的で計画的な財政運営が今後とも必要です。
決算審査特別委員会では、令和元年度の予算執行及び事業運営の状況を審議し、すべて原案のと
おり認定しました。

令和元年度大空町一般会計・特別会計決算額
会　　計　　名 元年度予算額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引

一 般 会 計 89億1,511万円 86億4,871万円 84億7,053万円 1億7,818万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 12億0,085万円 11億4,509万円 11億2,984万円 1,525万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億1,535万円 1億1,452万円 1億1,449万円 3万円
介護保険事業勘定 7億4,384万円 7億4,358万円 7億1,366万円 2,992万円
介護サービス事業勘定 607万円 647万円 587万円 60万円
簡 易 水 道 事 業 2億2,792万円 2億2,802万円 2億2,374万円 428万円
下 水 道 事 業 3億2,399万円 3億2,406万円 3億2,253万円 153万円
個別排水処理事業 3,109万円 3,107万円 2,980万円 127万円

一般会計+特別会計　合計 115億6,422万円 112億4,152万円 110億1,046万円 2億3,106万円

項　　目
令和元年度末

町民１人あたり

基　　金
（町の貯金）

52億5,406万円

約74万円

町　　債
（町の借金）

151億5,787万円

約214万円

※「基金」の額は、運用基金である奨学基
金を除いた額、「町債」の額は、一般会
計分の額
※町民１人あたりの額は、３月末現在の人
口（７，０６７人）をもとに算出

　経済全体は新型コロナウイルス感染症の影響により、雇用情
勢は不安定になり、経済情勢は厳しさを増している。依然とし
て地方経済における所得環境の改善は実感できず、人口の減少、
地方交付税の減少等を考えると、一般財源の大きな増収は見込
まれない。
　財源の多くを依存する地方交付税は、人口減に加え、合併特
例期間の段階的圧縮により減少していることから、国における
地方財政計画を注視するとともに、長期的視野に立った計画的
な財政運営が必要であり、より一層の効率的、効果的な経費負
担を図るとともに、町民のニーズを把握し、求められる住民福
祉の向上を図る事業の推進によって、町民とともに健全な財政
運営を維持することが必要である。
� 代表監査委員　近　藤　克　郎

監 査 委 員 の 意 見

各
会
計
決
算
の
質
疑
応
答

　
た
ば
こ
税

�

【
５
，
７
０
９
万
円
】

　
　
　
　
　
　
た
ば
こ
を
や

め
る
方
が
多
い
が
、
結
構
な

税
収
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
わ
か
ば
な
ど

の
旧
３
級
品
が
１
０
５
万
円
、

そ
れ
以
外
の
３
級
品
が
５
，

６
０
４
万
円
で
す
。

町
営
住
宅
使
用
料

�

【
９
，
０
５
４
万
円
】

　
　
　
　
　
　
前
年
度
比
で

３
０
０
万
円
近
く
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
町
営
住
宅
入

居
者
の
退
去
が
大
き
な
要
因

で
す
。 ☆

一
般
会
計
☆

【
歳
　
入
】

三
條
委
員

住
民
課
長

上
地
委
員

住
民
課
長

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

�

【
３
３
１
万
円
】

　
　
　
　
　
　
交
付
金
の
内

訳
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
（
４
０
０
円
）
の
10
分

の
７
が
町
に
交
付
さ
れ
る
も

の
で
、
令
和
元
年
度
は
、
１

万
１
，
８
２
７
人
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

航
空
機
燃
料
譲
与
税

�

【
３
，
２
２
９
万
円
】

　
　
　
　
　
　
前
年
度
比
で

４
０
０
万
円
近
く
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
国
税
と
し
て

徴
収
さ
れ
た
航
空
機
燃
料
税

の
内
数
が
市
町
村
に
譲
与
さ

れ
ま
す
が
、
総
額
で
の
通
知

し
か
な
く
、
減
額
の
詳
細
は

分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

三
條
委
員

住
民
課
長

上
地
委
員

総
務
課
長

　
企
業
誘
致
対
策
費

�

【
２
９
７
万
円
】

　
　
　
　
　
　
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
と
成
果
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
元
年

８
月
、
道
内
に
食
品
工
場
等

の
立
地
を
検
討
す
る
企
業
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
、
47
社
、
70
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
道
内
に
進
出

す
る
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
大
空
町
を
Ｐ
Ｒ
す

る
機
会
を
利
用
す
る
こ
と
は

有
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

元
気
づ
く
り
応
援
事
業
補
助

金
【
１
８
２
万
円
】

　
　
　
　
　
　
11
件
の
申
請

内
容
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
町
の
多
様

な
文
化
や
産
業
を
活
か
し
た

活
動
、
個
性
豊
か
で
優
れ
た

人
材
育
成
な
ど
、
町
民
の
方

が
自
主
的
、
主
体
的
に
行
う

活
動
に
対
し
て
補
助
を
す
る

制
度
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り

振
興
事
業
６
件
、
地
場
産
業

振
興
事
業
２
件
、
国
外
研
修

事
業
１
件
、
そ
の
他
事
業
２

件
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

【
歳
　
出
】

三
條
委
員

総
務
課
参
事

三
條
委
員

総
務
課
参
事

　
　
　
　
　
　
大
変
よ
い
事

業
だ
と
思
う
が
、
Ｐ
Ｒ
が
少

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
事
業
申
請
書
を
作

成
す
る
の
が
大
変
だ
と
い
う

相
談
を
受
け
る
が
、
職
員
は

対
応
し
て
く
れ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
誌
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
ラ
ジ
オ

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
媒
体

も
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
担
当
職
員
が
相
談
に
応

じ
た
り
、
申
請
書
の
記
入
方

法
に
つ
い
て
も
ご
教
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

�

【
８
，
９
４
５
万
円
】

　
　
　
　
　
　
寄
附
報
償
費

は
寄
附
額
の
３
割
と
い
う
国

齋
藤
委
員

総
務
課
参
事

三
條
委
員

か
ら
の
指
導
が
あ
る
が
、
大

空
町
の
割
合
は
。

　
　
　
　
　
　
大
空
町
の
返

礼
品
の
調
達
に
か
か
る
費
用

は
28
．
６
％
で
、
国
の
法
令

に
基
づ
き
、
適
正
に
執
行
し

て
い
ま
す
。

母
子
保
健
事
業

�

【
６
４
９
万
円
】

　
　
　
　
　
　
新
聞
に
来
年

の
出
生
数
大
幅
減
と
の
記
事

が
あ
っ
た
が
、
大
空
町
も
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
減
少

傾
向
は
見
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
出
生
数
は
年

度
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
り
ま

す
が
、
数
字
だ
け
見
る
と
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、

聞
こ
え
て
く
る
声
か
ら
も
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
と
推
察

で
き
ま
す
。

健
康
増
進
事
業

�

【
１
，
０
１
７
万
円
】

　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
度

で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
査

の
助
成
制
度
が
終
了
し
た
が
、

大
空
町
で
や
っ
て
い
た
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
人

も
い
る
。
続
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
そ
う
い
っ
た

声
が
多
く
聞
か
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
検

住
民
課
長

後
藤
委
員

福
祉
課
長

原
本
委
員

福
祉
課
長

査
に
係
る
費
用
が
高
額
で
、

本
人
負
担
も
大
き
く
、
年
々

実
施
さ
れ
る
方
が
減
っ
て
い

る
状
況
の
中
、
町
の
財
政
負

担
も
考
慮
し
、
一
区
切
り
つ

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
対
策
事
業

�

【
１
０
８
万
円
】

　
　
　
　
　
　
駆
虫
剤
散
布

や
感
染
状
況
調
査
の
流
れ
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
駆
虫
剤
は
５

月
か
ら
10
月
の
間
、
月
１
回
、

職
員
が
町
内
路
線
に
２
，
０

０
０
個
散
布
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
状
況
調
査
は
、
専
門

機
関
に
糞
の
採
取
、
虫
卵
の

有
無
の
検
査
を
委
託
し
て
い

ま
す
。

三
條
委
員

住
民
課
長

多くの利用がある町内のゴルフ場

町職員による駆虫剤散布作業

空室となっている町営住宅

補助事業で作成された版画カレンダー
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農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

�

【
１
８
８
万
円
】

　
　
　
　
　
　
前
年
度
と
比

較
し
て
、
執
行
額
が
少
な
い

理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ

あ
い
コ
ン
パ
を
３
回
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
が

集
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
２
回

中
止
し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

地
域
連
携
長
い
も
高
付
加
価

値
化
推
進
事
業

�

【
２
０
０
万
円
】

　
　
　
　
　
　
製
品
開
発
さ

れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
紹
介

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
元

年
度
に
、
長
い
も
を
使
っ
た

ふ
り
か
け
、
麺
類
を
商
品
化

し
、
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

町
営
牧
野
管
理
費

�

【
１
，
０
２
３
万
円
】

　
　
　
　
　
　
利
用
数
の
伸

び
悩
み
に
よ
り
、
近
年
は
６

０
０
か
ら
７
０
０
万
円
程
度

の
赤
字
で
推
移
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ａ
や
生
産
者
に
牧
野
利
用

の
意
思
を
確
認
し
、
費
用
負

担
や
新
た
な
方
策
を
検
討
願

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
牧
野
を
利
用

三
條
委
員

農
業
委
員
会
事
務
局
長

三
條
委
員

地
域
振
興
課
長

後
藤
委
員

産
業
課
長

し
て
く
れ
る
方
、
管
理
を
実

施
し
て
く
れ
る
方
の
募
集
、

併
せ
て
使
用
料
な
ど
負
担
の

あ
り
方
を
含
め
検
討
し
、
改

善
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
梅
地
区
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
【
３
，６
９
５
万
円
】

　
　
　
　
　
　
リ
ー
ル
マ
シ

ン
の
修
理
が
間
に
合
わ
ず
、

次
年
度
に
繰
り
越
し
と
い
う

説
明
を
受
け
た
が
、
機
械
は

ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
当
初
は
、

ベ
ア
リ
ン
グ
や
ベ
ル
ト
な
ど

の
消
耗
品
の
取
換
え
、
エ
ン

ジ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

メ
ー
カ
ー
の
リ
ー
ル
マ
シ
ン

の
タ
イ
ヤ
等
が
生
産
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
改

善
し
な
け
れ
ば
今
後
修
理
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

松
田
委
員

産
業
課
参
事

と
か
ら
、
支
障
の
な
い
設
備

と
し
て
整
備
を
行
な
う
た
め
、

繰
り
越
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
駆
除
推
進
事
業

�

【
３
３
５
万
円
】

　
　
　
　
　
　
町
職
員
が
上

司
の
命
令
に
よ
り
箱
罠
に
入

っ
た
キ
ツ
ネ
の
殺
処
分
を
行

な
う
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
職
員
に
よ
る

殺
処
分
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

周
辺
自
治
体
の
状
況
を
調
査

し
、
携
わ
っ
て
い
る
職
員
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
課
題

と
し
て
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

湖
畔
管
理
事
業

�

【
４
８
２
万
円
】

　
　
　
　
　
　
環
境
美
化
業

務
委
託
を
受
け
て
い
る
職
員

か
ら
苦
情
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
現
場
に
足
を
運
び
、
委

託
業
者
、
現
場
で
働
い
て
い

る
方
の
意
見
を
聞
き
、
委
託

に
甘
ん
じ
ず
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
現
場
の
苦
情

も
伺
っ
て
い
ま
す
。
対
処
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

幼
稚
園
管
理
費

�

【
６
，
２
８
５
万
円
】

　
　
　
　
　
　
賃
金
に
３
６

三
條
委
員

副
町
長

三
條
委
員

産
業
課
長

上
地
委
員

０
万
円
の
不
用
額
が
発
生
し

た
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ

に
よ
る
休
園
の
ほ
か
、
嘱
託

職
員
が
１
名
中
途
退
職
し
た

こ
と
か
ら
不
用
額
が
発
生
し

ま
し
た
。

災
害
対
策
事
務
費

�

【
５
，
２
１
６
万
円
】

　
　
　
　
　
　
役
場
庁
舎
の

非
常
用
発
電
機
の
整
備
に
よ

り
、
停
電
に
対
応
す
る
能
力

を
ど
の
程
度
有
し
た
の
か
。

　
ま
た
、
防
災
訓
練
消
耗
品

は
、
ど
の
よ
う
な
物
を
購
入

し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
可
搬
式
の
発

電
機
を
１
台
増
設
し
ま
し
た
。

燃
料
の
供
給
に
よ
り
、
常
時

発
電
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
消
耗
品
は
、
ア
ル
フ
ァ
米

な
ど
の
備
蓄
品
更
新
の
ほ
か
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
購
入
し

て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長

上
地
委
員

総
務
課
長

社
会
教
育
総
務
事
務
費

�

【
１
，
６
２
６
万
円
】

　
　
　
　
　
　
旧
豊
住
小
学

校
の
利
用
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年

団
活
動
や
柔
道
合
宿
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

地
域
の
方
々
に
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
、
校
舎
が

３
，
６
４
３
人
、
体
育
館
が

４
，
０
７
０
人
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
１
９
２
人
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
等
が
１
９
４
人

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

�

【
１
億
１
，
６
７
１
万
円
】

　
　
　
　
　
　
需
用
費
に
５

８
１
万
円
の
不
用
額
が
発
生

し
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ

ナ
で
の
休
校
に
よ
り
、
給
食

の
配
食
が
な
い
期
間
が
１
か

月
ほ
ど
あ
り
、
食
材
費
、
調

理
に
係
る
光
熱
水
費
に
不
用

額
が
生
じ
ま
し
た
。

松
田
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

生
涯
学
習
課
参
事

上
地
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

生
涯
学
習
課
参
事

物
品
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
財
産
に
関
す

る
調
書
の
物
品
と
貸
借
対
照

表
の
物
品
は
一
致
し
て
い
る

か
。

　
　
　
　
　
　
取
得
価
格
50

万
円
以
上
の
物
品
を
掲
載
し

て
お
り
、
決
算
資
料
の
貸
借

対
照
表
も
同
様
の
考
え
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。

土
地
及
び
建
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
山
下
岬
に
保

有
す
る
町
有
地
の
現
況
と
道

路
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
町
有
地
は
、

一
部
、
網
走
湖
の
浚
渫
土
置

き
場
と
し
て
開
発
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
道
路
は

湖
畔
観
光
線
と
併
せ
て
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

☆
財
産
に
関
す
る
調
書
☆

品
田
委
員

総
務
課
長

三
條
委
員

町　
　
長

庁
舎
の
冷
房
設
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
こ
こ
数
年
、

気
温
が
30
度
を
超
え
る
日
も

多
く
、
来
庁
さ
れ
る
町
民
は

も
ち
ろ
ん
、
職
場
環
境
の
視

点
か
ら
も
冷
房
の
設
置
を
検

討
す
る
段
階
に
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
町
の
ふ
れ
あ

い
意
見
箱
に
も
役
場
庁
舎
の

暑
さ
、
環
境
の
改
善
に
つ
い

て
ご
意
見
が
あ
り
、
取
り
急

ぎ
、
扇
風
機
で
の
対
応
を
と

り
ま
し
た
。

　
空
調
設
備
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
役
場
庁
舎
全
体

の
大
規
模
改
修
の
中
で
行
な

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 ☆

総
括
質
疑
☆

後
藤
委
員

総
務
課
長

職
員
研
修
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
職
員
研
修
を

通
じ
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
手
段
と
し

て
、
い
く
ら
か
の
食
糧
費
の

支
出
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
職
員
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大

切
で
す
が
、
公
費
で
の
食
糧

費
の
支
出
は
社
会
的
に
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
会

費
と
な
り
ま
す
が
、
そ
う
い

う
機
会
を
多
く
し
て
い
く
と

こ
ろ
で
の
配
慮
し
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

書
類
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
会
議
で
の
資

料
が
膨
大
で
、
整
理
整
頓
に

苦
労
し
て
い
る
が
、
こ
の
書

類
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
企
業
で
は
一

般
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、

一
番
遅
れ
て
い
る
の
が
役
所

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
職
員
の
意
識
改
革

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
例
え
ば

常
任
委
員
会
の
資
料
は
デ
ー

タ
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
見
て
い

た
だ
く
な
ど
の
議
論
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
向
か
っ
て
努
力

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

後
藤
委
員

町　
　
長

齋
藤
委
員

町　
　
長

情
報
発
信
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
昨
今
、
大
空

町
は
新
聞
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の

取
り
上
げ
率
が
低
く
、
Ｐ
Ｒ

に
お
い
て
後
退
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
が
、
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
新
聞
報
道
が

少
な
い
と
感
じ
ま
す
が
、
私

の
発
信
不
足
で
は
な
い
か
と

反
省
し
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

話
題
が
転
が

っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま

す
。
し
っ
か

り
と
情
報
発

信
し
、
皆
さ

ん
に
注
目
を

持
っ
て
見
て

い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し

ま
す
。

深
川
委
員

町　
　
長

縦
割
り
行
政
か
ら
の
脱
却
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
国
に
お
い
て

は
、
ハ
ン
コ
レ
ス
を
は
じ
め

と
し
て
、
縦
割
り
行
政
の
脱

却
を
目
指
し
、
行
政
事
務
の

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　
大
空
町
に
お
い
て
も
、
横

の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
行

政
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
職
員
の
仕
事

に
向
か
う
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
か
に
し
て
職
員
の
自
主

性
を
引
き
出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
し
な
が
ら
、
役

場
の
中
で
横
の
つ
な
が
り
を

持
っ
て
仕
事
に
臨
ん
で
い
く

か
を
常
に
考
え
て
行
動
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

深
川
委
員

町　
　
長

増設した発電機

ペーパーレス化の検討を

３６．１℃を表示した役場前の温度計

入牧頭数が減少している町営牧野

山下岬周辺の町有地

ＳＮＳを活用した移住・定住情報の発信

強豪校も柔道合宿で利用

河川防災ステーション視察調査を実施しました
　現在進められている「大空地区河川防災ステーション」の整備にあたっての参考とすることを目的に、道内
ですでに整備されている河川防災ステーション（北広島・江別・士別）の視察調査を実施しました。
　視察調査で得た先進地の取組みや情報を参考にし、大空町議会としての想いや意向を町長部局に伝達し、整
備主体である北海道開発局に検討していただくことで、令和６年度供用開始予定の大空地区河川防災ステーシ
ョンが、平常時にも活発に利用され、環境や景観に配慮された施設となるよう取り組んでいきます。

芝生に覆われた備蓄土砂（築山）
【江別河川防災ステーション】

常備されている排水ポンプ車
【北広島河川防災ステーション】

防災情報を提供する河川展示室
【士別河川防災ステーション】
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Voice声町民の

議　
　
長　
近
藤
哲
雄（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
深
川　
曻

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
田
中
裕
之

委　
　
員　
三
條
幸
夫

委　
　
員　
後
藤　
忍

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
社
会
全
体
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
も
感
染
の
終
息
に
は
程

遠
く
、
日
本
も
減
少
と
は
な
ら
ず
、
地

方
に
広
が
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

足
元
か
ら
生
活
様
式
の
見
直
し
を

せ
ま
ら
れ
て
い
る
歴
史
の
狭
間
か
と

思
い
ま
す
。

　

広
報
に
お
い
て
も
、
視
点
、
観
点
、

様
式
を
見
直
し
、
皆
様
の
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
深
川
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　今年は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止
のため、36年間続いた「芝桜まつり」の中止を余
儀なくされました。
　例年、きれいに咲き誇る芝桜を楽しみにしてい
ただいている方々には、閉園、閉鎖に至ったこと
は大変心苦しかったのですが、それでも公園の外
側から見るために来ていただいた方が多くいらっ
しゃいました。
　閉園したことで、早くから公園の草取りなど公

社職員以外の方のご協力をいただき、例年になく
整備作業が進み、来年の開花に期待をしていると
ころです。
　まだまだ新型コロナウイルス感染症の終息は見
通せないのですが、大空町の知名度向上、観光入
込客数増加の一助になるべく、来年はよりきれい
に咲いてくれることを職員一同期待を込め、多く
の方々に来園して楽しんでいただけるようお待ち
しております。

菊
きく

　地
ち

　幸
ゆき

　夫
お

 さん
（芝桜公園管理公社　課長）

なつかしの一枚

－１９５０年代の女満別西通り商店街－
戦後、ようやく世相も落ち着きを取り戻し、物資も出回るよう
になり、商品経済も活気づいてきた頃の一枚です。

（女満別小史より抜粋）

来年の開花に期待
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